
(57)【要約】

【課題】　患者に与える測定作業の負担をできるだけ低

減しつつ、睡眠時無呼吸症候群（ＳＡＳ）の検査でも在

宅酸素療法（ＨＯＴ）患者の歩行中の酸素濃度測定でも

正確に行える生体情報測定システム、生体情報測定装置

及びデータ処理装置を提供する。

【解決手段】　生体情報測定装置２は、得られた光電脈

波信号に基づき測定した各点での瞬間酸素飽和度を算出

し、測定開始から１秒おきに、当該時点から１秒までの

期間において算出された瞬間酸素飽和度の平均値（１秒

酸素飽和度）、当該時点から３秒前までの期間において

算出された１秒酸素飽和度の平均値（３秒酸素飽和度）

、当該時点から１２秒前までの期間において算出された

３秒酸素飽和度の平均値（１２秒酸素飽和度）を算出し

、この１２秒酸素飽和度を表示部１０に表示する。また

、前記瞬間酸素飽和度を記憶しておき、ＰＣ３から要求

があると、該瞬間酸素飽和度のデータをＰＣ３に提供す

る。

【選択図】　　　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 生 体 情 報 に 係 る デ ー タ を 取 得 す る 生 体 情 報 測 定 装 置 と 、 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 で 取 得 さ
れ た デ ー タ に 所 定 の 処 理 を 行 う デ ー タ 処 理 装 置 と が 所 定 の 通 信 経 路 を 介 し て 通 信 可 能 に 構
成 さ れ た 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 は 、
　 所 定 の 生 体 情 報 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
　 前 記 測 定 手 段 に よ り 測 定 さ れ る 生 体 情 報 に 由 来 す る 生 体 信 号 に 基 づ き 、 生 体 情 報 に 係 る
第 １ の デ ー タ を 演 算 す る 第 １ の 演 算 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 該 第 １ の デ ー タ と 異 な る 第 ２ の デ ー タ を 演 算 す る 第 ２ の 演 算
手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ を 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に 送 信 す る 通 信 手 段 と を 備 え 、
　 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 は 、
　 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 か ら 送 信 さ れ た 前 記 第 １ の デ ー タ を 受 信 す る 通 信 手 段 を 備 え る と
と も に 、
　 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し た 前 記 第 １ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 、 及 び 前 記 第 １ の デ
ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 の う ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情
報 測 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 は 、 前 記 第 １ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し た 前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 、 前 記
第 ２ の デ ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の デ ー タ と 異 な る 第 ３ の デ ー タ を 演 算 す る 演 算 手 段 を 備
え る と と も に 、
　 前 記 第 ２ の デ ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ３ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 第 ２ の デ ー
タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ３ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と の う ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の デ ー タ は 、 瞬 時 値 ま た は 該 瞬 時 値 の 導 出 時 点 か ら 第 １ の 時 間 だ け 過 去 に 遡 っ
た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 導 出 さ れ た 前 記 瞬 時 値 を 用 い て 算 出 さ れ る 平 均 値 で あ り 、
　 前 記 第 ２ の デ ー タ は 、 前 記 瞬 時 値 の 導 出 時 点 か ら 前 記 第 １ の 時 間 よ り も 長 い 第 ２ の 時 間
だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 導 出 さ れ た 前 記 瞬 時 値 を 用 い て 算 出 さ れ る 平 均
値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 生 体 情 報 に 係 る デ ー タ の 提 供 を 受 け る と 該 デ ー タ に 所 定 の 処 理 を 行 う デ ー タ 処 理 装 置 に
前 記 デ ー タ の 提 供 を 行 う 生 体 情 報 測 定 装 置 で あ っ て 、
　 所 定 の 生 体 情 報 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、
　 前 記 測 定 手 段 に よ り 測 定 さ れ る 生 体 情 報 に 由 来 す る 生 体 信 号 に 基 づ き 、 生 体 情 報 に 係 る
第 １ の デ ー タ を 演 算 す る 第 １ の 演 算 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 該 第 １ の デ ー タ と 異 な る 第 ２ の デ ー タ を 演 算 す る 第 ２ の 演 算
手 段 と 、
　 前 記 第 ２ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、
　 前 記 第 １ の デ ー タ を 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に 送 信 す る 通 信 手 段 と
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 生 体 情 報 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 生 体 情 報 に 係 る デ ー タ を 取 得 す る 生 体 情 報 測 定 装 置 と の 間 で デ ー タ の 授 受 を 行 う 通 信 手
段 を 備 え 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 か ら 受 信 し た デ ー タ を 処 理 す る デ ー
タ 処 理 装 置 で あ っ て 、
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　 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し た 第 １ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 通 信 手 段 に よ り
受 信 し た 第 １ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と の う ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る デ ー タ 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 動 脈 血 の 酸 素 飽 和 度 や 脈 拍 数 等 の 生 体 情 報 を 測 定 す る 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム
、 生 体 情 報 測 定 装 置 及 び デ ー タ 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 （ Ｓ Ａ Ｓ ） の 検 査 に お い て 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ と 呼 ば れ る 装 置 が
使 用 さ れ る こ と が あ る （ 例 え ば 下 記 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の パ ル ス オ キ シ メ ー タ は 、 被 験
者 の 所 定 の 生 体 部 位 に 装 着 さ れ 、 該 生 体 部 位 に 向 け て 光 を 出 力 し 、 生 体 部 位 を 透 過 又 は 反
射 し た 光 の 光 量 に 基 づ い て 酸 素 飽 和 度 （ 瞬 時 値 ） を 所 定 の 周 期 で 算 出 す る と と も に 、 所 定
の 時 間 （ 例 え ば １ 秒 ） が 経 過 す る た び に 、 当 該 経 過 タ イ ミ ン グ か ら 一 定 時 間 （ 例 え ば ３ 秒
） 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 得 ら れ た 酸 素 飽 和 度 （ 瞬 時 値 ） に 基 づ い て 平 均 値
を 導 出 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ は 、 予 め 所 定 の プ ロ グ ラ ム が 組 み 込 ま れ た 例 え ば パ ー ソ ナ ル
コ ン ピ ュ ー タ と 通 信 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば そ の パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ は 、 導 出
さ れ た 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 の デ ー タ が パ ル ス オ キ シ メ ー タ か ら 提 供 さ れ る と 、 前 記 プ ロ グ
ラ ム に よ り 、 こ の 平 均 値 に 基 づ い て 例 え ば 酸 素 飽 和 度 の 変 化 や 単 位 時 間 当 た り の 酸 素 飽 和
度 の 低 下 の 回 数 を 表 す 指 標 （ Oxygen Desaturation Index  Ｏ Ｄ Ｉ ） 等 、 被 験 者 の 酸 素 飽
和 度 に つ い て の 解 析 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 述 の よ う に 被 験 者 の 酸 素 飽 和 度 に つ い て の 解 析 を 行 う に 際 し て 、 所 定 の タ イ ミ ン グ か
ら 一 定 時 間 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 得 ら れ た 酸 素 飽 和 度 （ 瞬 時 値 ） に 基 づ い
て 平 均 値 を 導 出 す る の は 、 仮 に 、 酸 素 飽 和 度 （ 瞬 時 値 ） で 被 験 者 の 酸 素 飽 和 度 に つ い て の
解 析 を 行 う も の と す る と 、 酸 素 飽 和 度 （ 瞬 時 値 ） の 中 に は 血 流 と は 無 関 係 の 要 因 、 例 え ば
寝 返 り 等 の 身 体 の 動 き な ど に よ る 誤 差 を 含 ん だ 有 効 で な い 酸 素 飽 和 度 が 存 在 す る 可 能 性 が
あ り 、 こ の 有 効 で な い 酸 素 飽 和 度 に 基 づ く 被 験 者 の 酸 素 飽 和 度 に つ い て の 解 析 を 回 避 す る
た め で あ り 、 有 効 な 酸 素 飽 和 度 を 選 び 出 し て で き る だ け 正 確 な 解 析 が 行 え る よ う に す る た
め で あ る 。 平 均 値 を 導 出 す べ く 過 去 に 遡 る 前 記 一 定 時 間 を 平 均 時 間 と い う も の と す る と 、
こ の 平 均 時 間 は 例 え ば 前 述 の ３ 秒 が 有 効 で あ る と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 こ の パ ル ス オ キ シ メ ー タ は 、 在 宅 酸 素 療 法 （ Ｈ Ｏ Ｔ ） 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 を
測 定 し 指 示 す る た め の も の と し て 使 用 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 歩 行 動 作 に よ り Ｓ Ａ
Ｓ の 検 査 時 に 比 し て 、 よ り 多 数 の 血 流 と は 無 関 係 の 要 因 （ 例 え ば 被 験 者 の 身 体 の 動 き ） が
発 生 し 、 よ り 多 く の 有 効 で な い 酸 素 飽 和 度 が 存 在 す る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 睡 眠 時 無 呼
吸 症 候 群 の 検 査 の 場 合 に 比 し て 前 記 平 均 時 間 が 長 く 設 定 さ れ て お り 、 例 え ば １ ２ 秒 が 有 効
で あ る と 考 え ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ － １ ５ ３ １ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 時 に お い て は 、 有 効 な 平 均 時 間 が Ｓ Ａ
Ｓ の 検 査 時 と は 異 な る た め 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 を 指 示 す る の に 適 し た 平 均 時
間 で 算 出 し た 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 導 出 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 時 に お い て も 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 用 と し て 設 定
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さ れ て い る 平 均 時 間 （ 例 え ば 前 述 の ３ 秒 ） に お け る 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を パ ル ス オ キ シ メ
ー タ に よ り 導 出 し 、 Ｐ Ｃ ３ に お い て 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ か ら 提 供 さ れ た そ の 酸 素 飽 和 度
の 平 均 値 か ら Ｈ Ｏ Ｔ 用 と し て 設 定 さ れ て い る 平 均 時 間 （ 例 え ば 前 述 の １ ２ 秒 ） に お け る 酸
素 飽 和 度 の 平 均 値 を 導 出 す る こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 は 、 パ ル ス オ キ シ メ ー タ に よ っ て 示 さ れ る 酸 素 飽 和 度 の 平 均
値 を 確 認 し な が ら 歩 行 を 行 う た め 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 時 に お い て は 、 歩
行 中 の Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 に 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 示 す 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 前 述 の 方 法 で は 、
Ｈ Ｏ Ｔ 用 と し て 設 定 さ れ て い る 平 均 時 間 で 算 出 し た 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 が パ ル ス オ キ シ メ
ー タ で は 導 出 さ れ る こ と が な い か ら 、 Ｈ Ｏ Ｔ 用 の 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 該 パ ル ス オ キ シ メ
ー タ で 患 者 に 示 す こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 方 法 と は 別 に 、 前 記 平 均 時 間 を 例 え ば ３ 秒 と し て 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 導 出 す る モ
ー ド と １ ２ 秒 と し て 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 導 出 す る モ ー ド と を 生 体 情 報 測 定 装 置 に 設 け 、
パ ル ス オ キ シ メ ー タ を そ の 使 用 目 的 に 応 じ て 測 定 者 に モ ー ド を 切 り 替 え さ せ る 構 成 と す る
こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 こ の 構 成 に あ っ て は 、 設 定 の 切 替 作 業 を 被 験 者 に 課 す こ と と な る た め 、
そ の 分 、 被 験 者 に 測 定 作 業 の 負 担 を 与 え る と 共 に 、 被 験 者 が 設 定 の 切 り 替 え を 忘 れ た ま ま
測 定 を 行 う 状 況 等 が 想 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 患 者 に 与 え る 測 定 作 業 の 負 担 を で き る だ
け 低 減 し つ つ 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 で も Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 で も 正 確 に 行 え る 生
体 情 報 測 定 シ ス テ ム 、 生 体 情 報 測 定 装 置 及 び デ ー タ 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 生 体 情 報 に 係 る デ ー タ を 取 得 す る 生 体 情 報 測 定 装 置 と 、 前 記
生 体 情 報 測 定 装 置 で 取 得 さ れ た デ ー タ に 所 定 の 処 理 を 行 う デ ー タ 処 理 装 置 と が 所 定 の 通 信
経 路 を 介 し て 通 信 可 能 に 構 成 さ れ た 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 生 体 情 報 測 定 装
置 は 、 所 定 の 生 体 情 報 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、 前 記 測 定 手 段 に よ り 測 定 さ れ る 生 体 情 報 に
由 来 す る 生 体 信 号 に 基 づ き 、 生 体 情 報 に 係 る 第 １ の デ ー タ を 演 算 す る 第 １ の 演 算 手 段 と 、
前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 該 第 １ の デ ー タ と 異 な る 第 ２ の デ ー タ を 演 算 す る 第 ２ の 演 算 手
段 と 、 前 記 第 ２ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 第 １ の デ ー タ を 前 記 デ ー タ 処 理 装 置
に 送 信 す る 通 信 手 段 と を 備 え 、 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 か ら 送 信 さ
れ た 前 記 第 １ の デ ー タ を 受 信 す る 通 信 手 段 を 備 え る と と も に 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し
た 前 記 第 １ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 、 及 び 前 記 第 １ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 の う
ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 生 体 情 報 に 係 る デ ー タ の 提 供 を 受 け る と 該 デ ー タ に 所 定 の 処
理 を 行 う デ ー タ 処 理 装 置 に 前 記 デ ー タ の 提 供 を 行 う 生 体 情 報 測 定 装 置 で あ っ て 、 所 定 の 生
体 情 報 を 測 定 す る 測 定 手 段 と 、 前 記 測 定 手 段 に よ り 測 定 さ れ る 生 体 情 報 に 由 来 す る 生 体 信
号 に 基 づ き 、 生 体 情 報 に 係 る 第 １ の デ ー タ を 演 算 す る 第 １ の 演 算 手 段 と 、 前 記 第 １ の デ ー
タ に 基 づ き 該 第 １ の デ ー タ と 異 な る 第 ２ の デ ー タ を 演 算 す る 第 ２ の 演 算 手 段 と 、 前 記 第 ２
の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 第 １ の デ ー タ を 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に 送 信 す る 通 信
手 段 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 生 体 情 報 に 係 る デ ー タ を 取 得 す る 生 体 情 報 測 定 装 置 と の 間 で
デ ー タ の 授 受 を 行 う 通 信 手 段 を 備 え 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 か ら 受 信
し た デ ー タ を 処 理 す る デ ー タ 処 理 装 置 で あ っ て 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し た 第 １ の デ ー
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タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し た 第 １ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段
と の う ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 生 体 情 報 測 定 装 置 に お い て 、 測 定 手 段 に よ り 所 定 の 生 体 情 報 が 測 定 さ
れ 、 こ の 所 定 の 生 体 情 報 に 基 づ き 、 第 １ の 演 算 手 段 に よ り 生 体 情 報 に 係 る 第 １ の デ ー タ が
演 算 さ れ 、 さ ら に 第 ２ の 演 算 手 段 に よ り 、 前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 該 第 １ の デ ー タ と 異
な る 第 ２ の デ ー タ が 演 算 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 第 ２ の デ ー タ が 表 示 手 段 に よ り 表 示 さ れ る
と と も に 、 通 信 手 段 に よ り 、 前 記 第 １ の デ ー タ が 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 デ ー タ 処 理 装 置 に お い て は 、 通 信 手 段 に よ り 、 前 記 生 体 情 報 測 定 装 置 か ら 送 信 さ れ
た 前 記 第 １ の デ ー タ が 受 信 さ れ る と 、 当 該 デ ー タ 処 理 装 置 に 表 示 手 段 が 備 え ら れ て い る 場
合 に は 第 １ の デ ー タ が 表 示 さ れ 、 当 該 デ ー タ 処 理 装 置 に 記 憶 手 段 が 備 え ら れ て い る 場 合 に
は 前 記 第 １ の デ ー タ が 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 時 に お い て は 、 生 体 情 報 測 定
装 置 に お い て Ｈ Ｏ Ｔ 用 の デ ー タ （ 前 記 第 ２ の デ ー タ ） を 得 て 、 該 デ ー タ を 生 体 情 報 測 定 装
置 の 表 示 手 段 に 表 示 し て 患 者 に 示 す こ と が で き る と と も に 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 時 に お い て は 、
Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 用 の デ ー タ （ 前 記 第 １ の デ ー タ ） を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 際 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 前 記 第 １ の デ ー タ を 、 瞬 時 値 ま た は 該 瞬 時 値
の 導 出 時 点 か ら 第 １ の 時 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 導 出 さ れ た 前 記 瞬 時
値 を 用 い て 算 出 さ れ る 平 均 値 と し 、 前 記 第 ２ の デ ー タ を 、 前 記 瞬 時 値 の 導 出 時 点 か ら 前 記
第 １ の 時 間 よ り も 長 い 第 ２ の 時 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 導 出 さ れ た 前
記 瞬 時 値 を 用 い て 算 出 さ れ る 平 均 値 と す る と 、 正 確 な デ ー タ を 生 成 し 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 生 体
情 報 測 定 装 置 は 、 前 記 第 １ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 生 体 情 報 測 定 装 置 に 、 前 記 第 １ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え
た の で 、 第 １ の デ ー タ の 演 算 直 後 に 限 ら ず 、 所 望 の タ イ ミ ン グ で デ ー タ 処 理 装 置 に 前 記 第
１ の デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き る と と も に 、 第 １ の デ ー タ に 基 づ い て 種 々 の デ ー タ を 生
成 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 デ ー タ 処 理 装 置 は 、 前 記 通 信 手 段 に よ り 受 信 し た 前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 、 前 記 第
２ の デ ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の デ ー タ と 異 な る 第 ３ の デ ー タ を 演 算 す る 演 算 手 段 を 備 え
る と と も に 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ３ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記
第 ２ の デ ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ３ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と の う ち 少 な く と も い ず れ
か 一 方 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 デ ー タ 処 理 装 置 に お い て 、 前 記 第 １ の デ ー タ に 基 づ き 、 前 記 第 ２ の
デ ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ２ の デ ー タ と 異 な る 第 ３ の デ ー タ を 演 算 す る よ う に し た か ら 、 生
体 情 報 に 係 る 複 数 種 類 の デ ー タ を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 デ ー タ 処 理 装 置 に 、 第 ２ の デ
ー タ 及 び ／ 又 は 前 記 第 ３ の デ ー タ を 表 示 す る 表 示 手 段 と 、 前 記 第 ２ の デ ー タ 及 び ／ 又 は 前
記 第 ３ の デ ー タ を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と の う ち 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 備 え た か ら 、 前 記
の よ う に 得 ら れ た 複 数 種 類 の デ ー タ を 表 示 し た り 、 所 望 の 目 的 の た め に 記 憶 し て お い た り
す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ ， ５ ， ６ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 患 者 に 与 え る 測 定 作 業 の 負 担 を で き る だ け 低
減 し な が ら 、 例 え ば Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 も Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 も 正 確 に 行 う こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 所 望 の タ イ ミ ン グ で デ ー タ 処 理 装 置 に 第 １ の デ ー タ を
提 供 す る こ と が で き る か ら 、 生 体 情 報 測 定 装 置 の 利 便 性 を 向 上 す る こ と が で き る と と も に
、 第 １ の デ ー タ に 基 づ い て 種 々 の デ ー タ を 生 成 す る こ と が 可 能 と な る た め 、 生 体 情 報 測 定
シ ス テ ム の 利 用 分 野 を 広 げ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 種 々 の デ ー タ を 得 る こ と が で き 、 生 体 情 報 測 定 シ ス テ
ム の 利 用 分 野 を 広 げ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 正 確 な デ ー タ を 生 成 し 提 供 す る こ と が で き る た め 、 精
度 の 高 い 検 査 等 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 第 １ の 実 施
形 態 に 係 る 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム １ は 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ と 、 パ ー ソ ナ ル コ
ン ピ ュ ー タ （ 以 下 、 Ｐ Ｃ と い う ） ３ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 Ｐ Ｃ ３ は 、 特 許 請 求 の 範
囲 に お け る デ ー タ 処 理 装 置 に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ は 、 箱 型 形 状 の 装 置 本 体 ４ と 、 該 装 置 本 体 ４ と ケ ー ブ ル ５ に よ り 電
気 的 に 接 続 さ れ た 測 定 部 ６ と を 備 え た 携 帯 性 を 有 す る 装 置 で あ る 。 な お 、 説 明 の 都 合 上 、
測 定 部 ６ の 構 成 か ら 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 測 定 部 ６ は 、 所 定 の 相 対 位 置 関 係 を 有 し て 対 向 配 置 さ れ た 一 対 の 発 光 部 ７ 及 び 受 光 部 ８
を 有 し 、 発 光 部 ７ 及 び 受 光 部 ８ は 、 各 一 端 部 に お い て 前 記 相 対 位 置 関 係 で 固 定 さ れ た 状 態
で 連 結 部 材 ９ に よ り 連 結 さ れ て い る 。 発 光 部 ７ は 、 例 え ば 、 赤 色 領 域 の 波 長 λ １ の 赤 色 光
Ｒ を 発 光 す る 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） と 、 赤 外 線 領 域 の 波 長 λ ２ の 赤 外 光 Ｉ Ｒ と を 発 光
す る Ｌ Ｅ Ｄ と を 備 え た 光 源 で あ る 。 測 定 部 ６ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 測 定 手 段 の 一 例
で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 受 光 部 ８ は 、 受 光 し た 光 の 強 度 に 応 じ た 大 き さ の 電 流 を 生 成 す る 、 例 え ば シ リ コ ン フ ォ
ト ダ イ オ ー ド （ Silicon Photo Diode） 等 の 光 電 変 換 素 子 を 備 え て 構 成 さ れ て お り 、 本 実
施 形 態 で は 、 少 な く と も 波 長 λ １ の 光 と 波 長 λ ２ の 光 と に 対 し て 感 度 を 有 す る 。 受 光 部 ８
は 、 生 体 組 織 Ｌ Ｂ を 透 過 し た 発 光 部 ７ か ら の 波 長 λ １ ， λ ２ の 光 を 受 光 す る 。 な お 、 前 記
各 Ｌ Ｅ Ｄ を 同 一 基 板 上 に 近 接 し て 配 置 す る と 、 生 体 内 を 透 過 す る ２ 種 類 の 光 の 経 路 を 略 同
一 経 路 と す る こ と が で き 、 各 光 に つ い て の 条 件 を 略 同 一 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 測 定 部 ６ に お い て は 、 睡 眠 時 無 呼 吸 症 候 群 （ Ｓ Ａ Ｓ ） の 検 査 時 に は 睡 眠 中
の 被 験 者 の 指 先 を 、 在 宅 酸 素 療 法 （ Ｈ Ｏ Ｔ ） 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 時 に は 歩 行 中 の
患 者 の 指 先 を 発 光 部 ７ と 受 光 部 ８ と で 挟 み 込 ん だ 状 態 で 、 発 光 部 ７ か ら 、 波 長 λ １ の 赤 色
光 Ｒ と 波 長 λ ２ の 赤 外 光 Ｉ Ｒ と を 交 互 に 射 出 さ れ る と と も に 、 受 光 部 ８ に よ り 、 発 光 部 ７
の 発 光 動 作 に 同 期 し て 受 光 動 作 が 行 わ れ る 。 発 光 部 ７ の 発 光 動 作 及 び 受 光 部 ８ の 受 光 動 作
は 、 後 述 の 制 御 部 １ ８ に よ り 制 御 さ れ る よ う に な っ て お り 、 各 光 に つ い て の 投 受 光 動 作 は
、 例 え ば １ ／ ４ ０ ～ １ ／ ３ ０ （ 秒 ） の 間 の い ず れ か の 周 期 で 行 わ れ る 。 受 光 部 ８ は 、 光 を
受 光 す る と 、 受 光 し た 光 の 強 度 に 応 じ た 大 き さ の 電 流 信 号 を 後 述 す る 装 置 本 体 ４ 内 の Ｉ ／
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Ｖ 変 換 部 １ ６ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 装 置 本 体 ４ は 、 表 示 部 １ ０ と 、 該 表 示 部 １ ０ の 下 方 に 設 置 さ れ た 入 力 操 作 部 １ １ と を 有
し 、 例 え ば 図 略 の 装 填 室 に 装 着 さ れ る バ ッ テ リ ー や 乾 電 池 等 の 電 力 供 給 源 か ら 電 力 供 給 を
受 け て 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 示 部 １ ０ は 、 例 え ば Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal Display） 、 ７ セ グ メ ン ト Ｌ Ｅ Ｄ （ Ligh
t Emitting Diode） や 有 機 ホ ト ル ミ ネ セ ン ス 表 示 装 置 や Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode-Ray Tube） 、 あ
る い は プ ラ ズ マ 等 の 表 示 装 置 か ら な り 、 後 述 の 制 御 部 １ ８ （ 図 ２ 参 照 ） で 算 出 さ れ た 後 述
す る 酸 素 飽 和 度 デ ー タ 等 を 表 示 す る も の で あ る 。 表 示 部 １ ０ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る
生 体 情 報 測 定 装 置 の 表 示 手 段 に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 入 力 操 作 部 １ １ は 、 当 該 装 置 本 体 ４ の 電 源 を Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ す る 電 源 ボ タ ン 、 酸 素 飽 和 度
の 測 定 開 始 の 指 示 を 入 力 す る た め の ス タ ー ト ボ タ ン 、 そ の 測 定 終 了 の 指 示 を 入 力 す る た め
の ス ト ッ プ ボ タ ン 等 を 有 し て な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｐ Ｃ ３ は 、 表 示 部 １ ２ と 、 入 力 操 作 部 １ ３ と 、 装 置 本 体 １ ４ と を 備 え る 。 表 示 部 １ ２ は
、 Ｃ Ｒ Ｔ （ Cathode-Ray Tube） 、 Ｌ Ｃ Ｄ （ Liquid Crystal Display） 、 Ｐ Ｄ Ｐ （ Plasma D
isplay Panel） あ る い は リ ア プ ロ ジ ェ ク タ ー 等 か ら な り 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら 送 出 さ
れ た デ ー タ や 各 種 情 報 等 の 表 示 を 行 う も の で あ る 。 入 力 操 作 部 １ ３ は 、 後 述 の 制 御 部 ２ ７
（ 図 ８ 参 照 ） 等 に 所 望 の 処 理 ・ 動 作 を 行 わ せ る 指 示 や 各 種 情 報 を 入 力 す る た め の も の で あ
り 、 例 え ば キ ー ボ ー ド や マ ウ ス に 相 当 す る 。 装 置 本 体 １ ４ は 、 通 信 部 ２ ５ 及 び 制 御 部 ２ ７
（ 図 ８ 参 照 ） が 搭 載 さ れ て い る と と も に 、 各 種 の プ ロ グ ラ ム や デ ー タ を 記 憶 す る 例 え ば ハ
ー ド デ ィ ス ク 等 か ら な る 外 部 記 憶 部 ２ ６ （ 図 ８ 参 照 ） が 備 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 実 施 形 態 の 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム １ に お い て は 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て 取 得 し
た 後 述 の 酸 素 飽 和 度 等 の デ ー タ が 、 ケ ー ブ ル ５ 及 び 絶 縁 部 １ ５ を 介 し て Ｐ Ｃ ３ に 送 出 さ れ
、 Ｐ Ｃ ３ に お い て 、 受 信 し た 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ 又 は 該 デ ー タ に 基 づ き 導 出 さ れ る デ ー タ
が 表 示 部 １ ２ に 表 示 さ れ る 。 絶 縁 部 １ ５ は 、 例 え ば フ ォ ト カ プ ラ 等 で 構 成 さ れ て お り 、 電
気 信 号 を 光 信 号 に 変 換 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ は 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う
に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ は 、 測 定 部 ６ 、 表 示 部 １ ０ 、 入 力 操 作 部 １ １ 、 電 流 電 圧 変 換 部 （
以 下 、 Ｉ ／ Ｖ 変 換 部 と い う ） １ ６ 、 ア ナ ロ グ デ ジ タ ル 変 換 部 （ 以 下 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 ） １ ７
、 制 御 部 １ ８ 及 び 通 信 部 １ ９ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 測 定 部 ６ 、 表 示 部 １ ０ 及 び 入 力 操 作 部 １ １ は 、 図 １ に 示 す 測 定 部 ６ 、 表 示 部 １ ０ 及 び 入
力 操 作 部 １ １ に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 Ｉ ／ Ｖ 変 換 部 １ ６ は 、 例 え ば １ ／ ４ ０ （ 秒 ） の 周 期 で 受 光 部 ８ か ら 出 力 さ れ る 電 流 信 号
を 電 圧 信 号 に 変 換 し 、 こ の 電 圧 信 号 を 光 電 脈 波 信 号 と し て Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ７ に 出 力 す る も
の で あ る 。 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ７ は 、 Ｉ ／ Ｖ 変 換 部 １ ６ か ら 出 力 さ れ た ア ナ ロ グ の 光 電 脈 波 信
号 を デ ジ タ ル の 光 電 脈 波 信 号 に 変 換 し 、 こ の デ ジ タ ル の 光 電 脈 波 信 号 を 制 御 部 １ ８ に 出 力
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 制 御 部 １ ８ は 、 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ や Ｄ Ｓ Ｐ （ Digital Signal Processor） な ど を 備 え
て 構 成 さ れ て お り 、 後 述 の 記 憶 部 ２ ０ に 格 納 さ れ て い る デ ー タ や プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 、 入
力 さ れ た 光 電 脈 波 信 号 か ら 動 脈 血 中 の 酸 素 飽 和 度 を 演 算 す る も の で あ る 。 制 御 部 １ ８ は 、
測 定 制 御 部 ２ １ と 、 バ ン ド パ ス フ ィ ル タ 部 （ 以 下 、 「 Ｂ Ｐ Ｆ 部 」 と 略 記 す る ） ２ ２ と 、 記
憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ と 、 表 示 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ４ と を 有 す る 。
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【 ０ ０ ４ ２ 】
　 測 定 制 御 部 ２ １ は 、 測 定 部 ６ の 発 光 部 ７ 及 び 受 光 部 ８ の 動 作 を 制 御 す る も の で あ り 、 本
実 施 形 態 で は 、 波 長 λ １ の 赤 色 光 Ｒ 及 び 波 長 λ ２ の 赤 外 光 Ｉ Ｒ を そ れ ぞ れ 例 え ば １ ／ ４ ０
（ 秒 ） の 周 期 で 発 光 部 ７ か ら 交 互 に 射 出 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｂ Ｐ Ｆ 部 ２ ２ は 、 デ ジ タ ル フ ィ ル タ で 構 成 さ れ て お り 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ７ に よ り Ａ ／ Ｄ
変 換 さ れ た 光 電 脈 波 信 号 を フ ィ ル タ リ ン グ す る も の で あ る 。 な お 、 Ｂ Ｐ Ｆ 部 ２ ２ は 、 デ ジ
タ ル ロ ー パ ス フ ィ ル タ 及 び デ ジ タ ル ハ イ パ ス フ ィ ル タ か ら 構 成 し て も よ い し 、 Ｆ Ｉ Ｒ （ Fi
nite Impulse Response） フ ィ ル タ で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ は 、 Ｂ Ｐ Ｆ 部 ２ ２ に よ り フ ィ ル タ リ ン グ さ れ た 光 電 脈 波 信 号
に 基 づ い て 、 測 定 し た 各 時 点 で の 酸 素 飽 和 度 （ 以 下 、 こ の 酸 素 飽 和 度 を 瞬 間 酸 素 飽 和 度 と
い う ） を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ こ で 、 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ に よ る 光 を 用 い た 血 中 酸 素 飽 和 度 を 導 出 す る 原 理 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 酸 素 は 、 血 中 の ヘ モ グ ロ ビ ン （ Ｈ ｂ ） に よ っ て 生 体 の 各 細 胞 に 運 搬 さ れ 、 ヘ モ グ ロ ビ ン
は 、 肺 で 酸 素 と 結 合 し て 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン （ Ｈ ｂ Ｏ 2 ） と な り 、 生 体 の 細 胞 で 酸 素 が 消 費
さ れ る と ヘ モ グ ロ ビ ン に 戻 る 。 酸 素 飽 和 度 Ｓ ｐ Ｏ 2 は 、 血 中 の 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン の 割 合 を
い い 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を Ｃ Ｈ ｂ 、 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン 濃 度 を Ｃ Ｈ ｂ Ｏ 2 と 表 す と 、 下 記 数
１ で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 、 ヘ モ グ ロ ビ ン の 吸 光 度 及 び 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン の 吸 光 度 は 、 波 長 依 存 性 を 有 し て お
り 、 各 吸 光 係 数 α （ λ ） は 、 図 ３ に 示 す よ う な 吸 光 特 性 を 有 す る 。 な お 、 図 ３ の 横 軸 は 光
の 波 長 で あ り 、 単 位 は ｎ ｍ 、 縦 軸 は 、 吸 光 係 数 で あ り 、 単 位 は １ ０ - 9 ｃ ｍ 2 ／ ｍ ｏ ｌ ｅ で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ヘ モ グ ロ ビ ン 及 び 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン は 、 吸 光 特 性 が 異 な る 。 ヘ モ グ
ロ ビ ン は 、 赤 色 領 域 の 波 長 λ １ の 赤 色 光 Ｒ に 対 し て 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン よ り も 光 を 多 く 吸 収
す る が 、 赤 外 線 領 域 の 波 長 λ ２ を 超 え る 赤 外 光 Ｉ Ｒ に 対 し て は 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン よ り も 光
の 吸 収 が 少 な い 。 す な わ ち 、 例 え ば 赤 外 光 Ｒ の 波 長 を 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン と ヘ モ グ ロ ビ ン と
の 吸 光 係 数 差 が 最 も 大 き い ６ ６ ０ ｎ ｍ と し 、 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 波 長 を 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン と ヘ モ
グ ロ ビ ン と の 吸 光 係 数 が 等 し い ８ １ ５ ｎ ｍ と す る と 、 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン と ヘ モ グ ロ ビ ン と
の 比 率 が 変 化 し て も 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 透 過 光 量 は 変 化 し な い こ と と な る 。 一 方 、 赤 色 光 Ｒ の 透
過 光 量 は ヘ モ グ ロ ビ ン が 多 い と 小 さ く な り 、 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン が 多 い と 大 き く な る 。 つ ま
り 、 透 過 光 量 の 比 を と れ ば 酸 素 飽 和 度 を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ は 、 こ の よ う な ヘ モ グ ロ ビ ン と 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン と の 赤 色 光 Ｒ と 赤
外 光 Ｉ Ｒ と に 対 す る 吸 光 特 性 の 違 い を 利 用 し て 血 中 酸 素 飽 和 度 を 求 め る も の で あ る 。 な お
、 ヘ モ グ ロ ビ ン と 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン と の 赤 色 光 Ｒ と 赤 外 光 Ｉ Ｒ と に 対 す る 吸 光 特 性 の 違 い
を 利 用 し て 脈 拍 数 も 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
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　 生 体 に 光 を 照 射 す る と 、 光 の 一 部 は 吸 収 さ れ 、 残 り は 透 過 す る 。 生 体 は 、 動 脈 血 層 と 、
静 脈 血 層 と 、 動 脈 血 層 及 び 静 脈 血 層 以 外 の 組 織 と で 構 成 さ れ て い る 。 生 体 に お け る 光 の 吸
収 は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 動 脈 血 層 及 び 静 脈 血 層 以 外 の 組 織 に よ る 吸 収 、 静 脈 血 層
に よ る 吸 収 及 び 動 脈 血 層 に よ る 吸 収 よ り 成 る 。 動 脈 血 層 及 び 静 脈 血 層 以 外 の 組 織 と 静 脈 血
層 と は 経 時 的 に 変 化 し な い た め 、 こ の 部 分 で の 光 の 吸 収 は 略 一 定 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 方 、 動 脈 血 層 は 心 拍 動 に よ っ て 径 が 変 化 し 、 血 管 の 径 が 変 化 す る た め 、 動 脈 血 層 に よ
る 光 の 吸 収 は 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 脈 拍 に よ る 経 時 的 に 変 動 す る 。 つ ま り 、 透 過 光 強
度 の 変 化 分 は 、 動 脈 血 の み の 情 報 に よ る も の で あ っ て 、 動 脈 血 層 及 び 静 脈 血 層 以 外 の 組 織
と 静 脈 血 層 と に よ る 影 響 は ほ と ん ど 含 ま れ な い と 考 え ら れ る 。 図 ４ （ ｂ ） に お い て 、 横 軸
は 時 間 、 縦 軸 は 透 過 光 強 度 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 赤 色 光 Ｒ 及 び 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 光 量 変 化 を 比 較 す る 場 合 、 入 射 光 量 の 差 を キ ャ ン セ ル す る 必
要 が あ る 。 図 ５ は 、 生 体 に 入 射 す る 入 射 光 と 透 過 光 と の 関 係 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 生 体 へ の 入 射 光 量 Ｉ ０ を 赤 色 光 Ｒ と 赤 外 光 Ｉ Ｒ と で 同 一 に す
る こ と は 実 質 的 に 困 難 で あ り 、 仮 に 同 一 に し て も 組 織 や 静 脈 血 に よ る 吸 光 率 は 赤 色 光 Ｒ と
赤 外 光 Ｉ Ｒ と で 異 な る た め 、 動 脈 血 層 に よ る 透 過 光 強 度 の 変 化 分 の み を 比 較 す る こ と は で
き な い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 動 脈 が 一 番 細 い 場 合 （ 透 過 光 量 が 最 も 大 き く な る 場 合 ） の 透 過 光 量 を Ｉ と し 、
動 脈 が 最 も 太 い 場 合 （ 透 過 光 量 が 最 も 小 さ く な る 場 合 ） の 透 過 光 量 を （ Ｉ － Δ Ｉ ） と す る
。 図 ５ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 厚 さ Δ Ｄ の 動 脈 血 に 光 量 Ｉ の 光 を 照 射 し た と き 、 透 過 光 量 （
Ｉ － Δ Ｉ ） の 透 過 光 が 得 ら れ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 赤 色 光 Ｒ の 透 過 光 量 Ｉ R と 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 透 過 光 量 Ｉ I R と が
一 致 す る よ う に 正 規 化 す る （ Ｉ I R ' ＝ Ｉ R ） こ と に よ り 、 動 脈 血 に よ る 光 量 変 化 の 比 （ Δ Ｉ

R ／ Ｉ R ） ／ （ Δ Ｉ I R ／ Ｉ I R ） を 算 出 し 、 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 入 射 光 と 反 射 光 と の 関 係 は 、 ラ ン バ ー ト ・ ビ ア の 法 則 に よ り 、 下 記 数 ２ で 表 す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 な お 、 Ｅ は 吸 光 物 の 吸 光 係 数 、 Ｃ は 吸 光 物 の 濃 度 を 表 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 赤 色 光 Ｒ 及 び 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 各 波 長 を 前 記 数 ２ に 代 入 し 、 各 辺 の 比 を と る こ と に よ り 、 下
記 数 ３ 式 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
【 数 ３ 】
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 Ｉ R は 、 赤 色 光 Ｒ の 透 過 光 量 、 Ｉ I R は 、 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 透 過 光 量 、 Ｅ R は 、 赤 色 光 Ｒ
の 吸 光 係 数 、 Ｅ I R は 、 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 吸 光 係 数 を 表 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ７ は 、 例 え ば 赤 色 光 Ｒ 及 び 赤 外 光 Ｉ Ｒ の 各 波 長 を 、 そ れ ぞ れ ６ ６ ０ ｎ ｍ 及 び ８ １ ５ ｎ
ｍ と し た と き に お け る 、 吸 光 係 数 の 比 （ Ｅ R ／ Ｅ I R ） と 酸 素 飽 和 度 Ｓ ｐ Ｏ 2 と の 関 係 を 示 す
グ ラ フ で あ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 酸 素 飽 和 度 Ｓ ｐ Ｏ 2 は 、 吸 光 係 数 の 比 （ Ｅ R ／ Ｅ I R ） の
低 下 に 比 例 し て 増 大 し て い く 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ は 瞬 間 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る と 、 こ の 瞬
間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 記 憶 部 ２ ０ に 格 納 す る と と も に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ が Ｐ Ｃ ３ と
通 信 可 能 に 接 続 さ れ 該 Ｐ Ｃ ３ か ら 要 求 が あ っ た 場 合 に 、 該 デ ー タ を Ｐ Ｃ ３ に 送 信 す る 処 理
を 通 信 部 １ ９ に 行 わ せ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ は 、 測 定 開 始 か ら １ 秒 経 過 す る た び に 、 各 経 過 タ イ ミ
ン グ 測 定 時 点 か ら １ 秒 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た 瞬 間 酸 素 飽
和 度 の う ち 、 血 流 と は 無 関 係 の 要 因 、 例 え ば 身 体 の 動 き な ど に よ っ て 適 正 範 囲 か ら 外 れ た
有 効 で な い 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ （ 解 析 の 精 度 を 低 下 さ せ る と 考 え ら れ る 酸 素 飽 和 度 の
デ ー タ ） を 対 象 か ら 外 す 無 効 デ ー タ 除 去 処 理 を 行 っ た 後 、 有 効 と さ れ る 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の
平 均 値 を 算 出 す る 。 以 下 、 こ の 平 均 値 を １ 秒 酸 素 飽 和 度 と い う 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 さ ら に 、 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ は 、 測 定 開 始 か ら １ 秒 経 過 す る た び に 、 各 経 過 タ イ
ミ ン グ 測 定 時 点 か ら ３ 秒 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た １ 秒 酸 素
飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 す る 。 以 下 、 こ の 平 均 値 を ３ 秒 酸 素 飽 和 度 と い う 。 記 憶 酸 素 飽 和 度
演 算 部 ２ ３ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 第 １ の 演 算 手 段 に 相 当 す る も の で あ り 、 ま た 、 こ
の 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ に よ り 導 出 さ れ る 瞬 間 酸 素 飽 和 度 、 １ 秒 酸 素 飽 和 度 及 び ３ 秒
酸 素 飽 和 度 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 第 １ の デ ー タ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 表 示 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ４ は 、 測 定 開 始 か ら １ 秒 経 過 す る た び に 、 各 経 過 タ イ ミ ン グ 測
定 時 点 か ら １ ２ 秒 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た ３ 秒 酸 素 飽 和 度
の 平 均 値 を 算 出 す る 。 以 下 、 こ の 平 均 値 を １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 と い う 。 表 示 酸 素 飽 和 度 演 算
部 ２ ４ は 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る と 、 こ の １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 を 表 示 部 １ ０ に 表 示 さ
せ る 。 こ の １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ は 、 在 宅 酸 素 療 法 （ Ｈ Ｏ Ｔ ） 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃
度 測 定 時 に 該 患 者 に 提 供 す る た め の デ ー タ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 記 憶 部 ２ ０ に 格 納 し 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー
タ を 表 示 部 １ ０ に 表 示 す る よ う に し て い る の は 、 次 の 理 由 に 因 る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 す な わ ち 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ は 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 ／ 指 示 用 と し て
用 い ら れ る 場 合 、 該 患 者 に 携 帯 さ れ 、 そ の 歩 行 中 の 患 者 に 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 示 す 必 要
が あ る 一 方 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 用 と し て 用 い ら れ る 場 合 に は 、 被 験 者 は 睡 眠 中 で あ り 、 酸 素 飽
和 度 の デ ー タ は 、 起 床 後 に Ｐ Ｃ ３ で 確 認 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 し た が っ て 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 ／ 指 示 用 と し て 用 い ら れ る 場 合 に は 、
生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に デ ー タ を 表 示 す る 必 要 が あ る 一 方 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 用 と し て 用 い ら れ
る 場 合 に は 、 必 ず し も 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に デ ー タ を 表 示 す る 必 要 は な く 、 Ｐ Ｃ ３ で デ ー
タ を 確 認 で き れ ば よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う な 目 的 に 応 じ た 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ の 利 用 方 法 に 鑑 み て 、 本 実 施 形 態 で は 、 生
体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て は 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 ／ 指 示 の た め の 酸 素 飽
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和 度 （ 本 実 施 形 態 で は １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 ） を 表 示 し 、 該 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ が Ｓ Ａ Ｓ の 検
査 用 と し て 用 い ら れ た 場 合 で も 、 Ｐ Ｃ ３ に お い て Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 の た め の 酸 素 飽 和 度 （ ３ 秒
酸 素 飽 和 度 ） を 演 算 で き る よ う に 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 を 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ で 記 憶 し て お い
て 、 Ｐ Ｃ ３ か ら 要 求 さ れ た 場 合 に そ の 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 提 供 す る よ う に し て い る
。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ が 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 ／ 指 示 用 と し
て 用 い ら れ た 場 合 に は 、 そ の 歩 行 中 の 患 者 は 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を リ ア ル タ イ ム
で 確 認 す る こ と が で き る と と も に 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 用 と し て 用 い ら れ た 場 合 に は 、 被 験 者 は
、 起 床 後 に Ｐ Ｃ ３ で ３ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 確 認 す る こ と が で き る 。 表 示 酸 素 飽 和 度 演
算 部 ２ ４ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 第 ２ の 演 算 手 段 に 相 当 す る も の で あ り 、 ま た 、 こ の
記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ に よ り 導 出 さ れ る １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け
る 第 ２ の デ ー タ の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 記 憶 部 ２ ０ は 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ （ Electrically Erasable and Programmable Read Only M
emory） 、 Ｓ Ｒ Ａ Ｍ （ Static Random Access Memory） 、 Ｆ ｅ Ｒ Ａ Ｍ （ Ferroelectric Rand
om Access Memory） 等 で 構 成 さ れ 、 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ３ で 算 出 さ れ た 瞬 間 酸 素 飽 和
度 を 記 憶 す る も の で あ る 。 ま た 、 記 憶 部 ２ ０ に は 、 例 え ば 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ の 識 別 番
号 、 電 源 投 入 時 か ら 所 定 時 間 （ 例 え ば ８ 時 間 ） で 電 源 を 自 動 的 に オ フ す る オ ー ト パ ワ ー オ
フ 機 能 が 搭 載 さ れ て い る 場 合 の そ の 所 定 時 間 （ オ ー ト パ ワ ー オ フ 時 間 ） 、 各 測 定 デ ー タ を
Ｐ Ｃ ３ に ダ ウ ン ロ ー ド し た 回 数 等 の デ ー タ 、 例 え ば 発 光 部 ７ の 発 光 光 量 が 許 容 範 囲 外 で あ
る と か 脈 波 の 振 幅 が 許 容 範 囲 外 で あ る と か 等 の 測 定 状 態 を 示 す デ ー タ も 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 通 信 部 １ ９ は 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ， Ｕ Ｓ Ｂ ， Ｉ ｒ Ｄ Ａ 等 の イ ン タ ー フ ェ ー ス を 備 え て 構 成
さ れ て お り 、 Ｐ Ｃ ３ と の 間 で ケ ー ブ ル ５ 及 び 絶 縁 部 １ ５ を 介 し て デ ー タ の 通 信 を 行 う も の
で あ る 。 通 信 部 １ ９ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る 生 体 情 報 測 定 装 置 の 通 信 手 段 に 相 当 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ８ は 、 Ｐ Ｃ ３ の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 Ｐ Ｃ ３ は
、 表 示 部 １ ２ と 、 入 力 操 作 部 １ ３ と 、 通 信 部 ２ ５ と 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ と 、 制 御 部 ２ ７ と を
有 す る 。 入 力 操 作 部 １ ３ 及 び 表 示 部 １ ２ は 、 図 １ に 示 す 入 力 操 作 部 １ ３ 及 び 表 示 部 １ ２ に
相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 通 信 部 ２ ５ は 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２ Ｃ ， Ｕ Ｓ Ｂ ， Ｉ ｒ Ｄ Ａ 等 の イ ン タ ー フ ェ ー ス で 構 成 さ れ 、
生 体 情 報 測 定 装 置 ２ と の 間 で ケ ー ブ ル ５ 及 び 絶 縁 部 １ ５ を 介 し て デ ー タ の 通 信 を 行 う も の
で あ る 。 通 信 部 ２ ５ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る デ ー タ 処 理 装 置 の 通 信 手 段 に 相 当 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 外 部 記 憶 部 ２ ６ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ 、 Ｃ Ｄ （ Compact Disc） 、 Ｄ Ｖ Ｄ （
Digital Versatile Disc） 、 フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク （ 登 録 商 標 ） 等 か ら な り 、 通 信 部 ２ ５ に
よ り 受 信 し た デ ー タ を 記 憶 す る も の で あ る 。 外 部 記 憶 部 ２ ６ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る
デ ー タ 処 理 装 置 の 記 憶 手 段 に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 制 御 部 ２ ７ は 、 マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら な り 、 上 述 し た Ｐ Ｃ ３ 内 の 各 部 材 の 駆 動 を 関
連 付 け て 制 御 す る も の で あ る 。 ま た 、 制 御 部 ２ ７ は 、 機 能 的 に 、 格 納 処 理 部 ２ ８ と 、 モ ー
ド 判 断 部 ２ ９ と 、 演 算 部 ３ ０ と 、 表 示 制 御 部 ３ １ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 格 納 処 理 部 ２ ８ は 、 通 信 部 ２ ５ を 介 し て 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら 受 信 し た 瞬 間 酸 素 飽 和
度 の デ ー タ を 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
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　 モ ー ド 判 断 部 ２ ９ は 、 後 述 す る 複 数 の 表 示 モ ー ド の う ち 、 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り 指 定 さ
れ た 表 示 モ ー ド を 判 断 す る も の で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 し た 瞬 間
酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 表 示 部 １ ２ に そ の ま ま グ ラ フ で 表 示 す る 第 １ の 表 示 モ ー ド と 、 １ ２
秒 酸 素 飽 和 度 を 表 示 す る 第 ２ の 表 示 モ ー ド と を 有 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 す る に 際 し て 測 定 時 点 か ら 過 去 に 遡
る 時 点 ま で の 期 間 （ 平 均 時 間 ） を 指 定 で き る 機 能 を 有 し て お り 、 こ の 平 均 時 間 が 指 定 さ れ
た 場 合 に 、 そ の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 表 示 す る 第 ３ の 表 示 モ ー ド
も 有 し て い る 。 モ ー ド 判 断 部 ２ ９ は 、 第 １ ～ 第 ３ の モ ー ド の 中 か ら 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り
指 定 さ れ た 表 示 モ ー ド を 判 断 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 演 算 部 ３ ０ は 、 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り 前 記 第 ２ の 表 示 モ ー ド 又 は 第 ３ の 表 示 モ ー ド が 指
定 さ れ た 場 合 に 、 そ の モ ー ド に 対 応 す る 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ
れ た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 か ら 算 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 例 え ば 、 第 ２ の 表 示 モ ー ド が 指 定 さ れ た 場 合 に は 、 演 算 部 ３ ０ は 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２
の 表 示 酸 素 飽 和 度 演 算 部 ２ ４ と 同 様 に 、 測 定 開 始 か ら １ 秒 ず つ 経 過 し た 時 点 に お い て 、 各
経 過 タ イ ミ ン グ か ら １ ２ 秒 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た ３ 秒 酸
素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 第 ３ の 表 示 モ ー ド が 選 択 さ れ 且 つ 平 均 時 間 ｔ が 指 定 さ れ た 場 合 に は 、 演 算 部 ３ ０
は 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ れ た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 に 基 づ き 、 測 定 開 始 か ら １ 秒 ず つ 経 過 し
た 時 点 に お い て 、 各 経 過 タ イ ミ ン グ か ら ｔ 秒 間 だ け 過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て
算 出 さ れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 又 は ３ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 す る 。 す な わ ち 、 演 算 部 ３
０ は 、 平 均 時 間 ｔ が ｔ ＝ ３ ・ ｍ （ ｍ は 自 然 数 ） で あ る 場 合 に は 、 当 該 時 点 か ら ｔ 秒 間 だ け
過 去 に 遡 っ た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た ３ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 し 、 平 均
時 間 ｔ が ｔ ≠ ３ ・ ｍ （ ｍ は 自 然 数 ） で あ る 場 合 に は 、 当 該 時 点 か ら ｔ 秒 間 だ け 過 去 に 遡 っ
た 時 点 ま で の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 す る 。 以 下 、 こ の 平
均 値 を ｔ 秒 酸 素 飽 和 度 と い う 。 な お 、 平 均 時 間 ｔ の 大 き さ に か か わ ら ず 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度
や １ 秒 酸 素 飽 和 度 か ら ｔ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 平 均 時 間 ｔ が ｔ ＝ ３ と 指 定 さ れ た 場 合 に は 、 ３ 秒 酸 素 飽 和 度 が 算 出 さ れ る か ら 、 Ｓ Ａ Ｓ
の 検 査 用 の 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ が 得 ら れ る 。 演 算 部 ３ ０ は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に お け る デ ー
タ 処 理 装 置 の 演 算 手 段 に 相 当 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 表 示 制 御 部 ３ １ は 、 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り 指 定 さ れ た 表 示 モ ー ド に 応 じ て 、 外 部 記 憶 部
２ ６ に 記 憶 さ れ て い る 瞬 間 酸 素 飽 和 度 又 は 演 算 部 ３ ０ に よ り 算 出 さ れ た １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度
ま た は ｔ 秒 酸 素 飽 和 度 を グ ラ フ で 表 示 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り
第 １ の 表 示 モ ー ド が 指 定 さ れ た 場 合 に は 、 表 示 制 御 部 ３ １ は 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ れ
た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 を そ の ま ま グ ラ フ で 表 示 す る 処 理 を 行 い 、 第 ２ 、 第 ３ の 表 示 モ ー ド が 指
定 さ れ た 場 合 に は 、 演 算 部 ３ ０ に よ り 算 出 さ れ た １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 又 は ｔ 秒 酸 素 飽 和 度 を
グ ラ フ で 表 示 す る 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 以 下 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ 及 び Ｐ Ｃ ３ に お け る 動 作 ・ 処 理 に つ い て 説 明 を 行 う 。 図 ９ は
、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に よ り 行 わ れ る 測 定 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 図 １ ０ は 、
生 体 情 報 測 定 装 置 ２ と Ｐ Ｃ ３ と の 間 で 行 わ れ る 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 図
１ １ は 、 Ｐ Ｃ ３ に よ り 行 わ れ る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て 、 図 略 の 電 源 ボ タ ン が オ ン さ れ る と 、
制 御 部 １ ８ は 、 記 憶 部 ２ ０ に 記 憶 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム を 実 行 し 、 測 定 部 ６ 、 Ｉ ／ Ｖ 変 換
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部 １ ６ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ７ 及 び 記 憶 部 ２ ０ 等 の 各 部 を 初 期 化 し （ ス テ ッ プ ♯ １ ） 、 測 定 開
始 指 示 が あ る ま で 待 機 す る （ ス テ ッ プ ♯ ２ で Ｎ Ｏ ） 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 そ し て 、 測 定 開 始 指 示 が あ る と （ ス テ ッ プ ♯ ２ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 １ ８ は 、 図 略 の タ イ
マ に よ り 計 時 を 開 始 す る （ ス テ ッ プ ♯ ３ ） 。 そ し て 、 制 御 部 １ ８ は 、 測 定 部 ６ に 投 受 光 動
作 を 行 わ せ （ ス テ ッ プ ♯ ４ ） 、 Ｉ ／ Ｖ 変 換 部 １ ６ 及 び Ａ ／ Ｄ 変 換 部 １ ７ は 、 測 定 部 ６ か ら
の デ ー タ に 対 し て 前 述 の 各 処 理 を 行 っ た 後 （ ス テ ッ プ ♯ ５ ） 、 制 御 部 １ ８ は 、 フ ィ ル タ リ
ン グ を 行 っ て 瞬 間 酸 素 飽 和 度 を 演 算 す る （ ス テ ッ プ ♯ ６ ） 。 そ し て 、 制 御 部 １ ８ は 、 こ の
算 出 し た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 記 憶 部 ２ ０ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ ♯ ７ ） 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 次 に 、 制 御 部 １ ８ は 、 前 記 タ イ マ に よ り １ 秒 が 計 時 さ れ た か 否 か 判 断 し （ ス テ ッ プ ♯ ８
） 、 前 記 タ イ マ に よ り １ 秒 が 計 時 さ れ て い な い 場 合 に は （ ス テ ッ プ ♯ ８ で Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ
プ ♯ ４ ～ ♯ ８ の 処 理 を 繰 り 返 し 行 い 、 前 記 タ イ マ に よ り １ 秒 が 計 時 さ れ る と （ ス テ ッ プ ♯
８ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 現 時 点 か ら １ 秒 前 ま で の 間 に 得 ら れ た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 （ １ 秒 酸 素
飽 和 度 ） を 算 出 す る （ ス テ ッ プ ♯ ９ ） 。 こ の と き 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 に つ い て 予 め 設 定 さ れ
た 範 囲 を 逸 脱 す る も の に つ い て は 、 血 流 と は 無 関 係 の 要 因 に よ っ て そ の 範 囲 を 逸 脱 し た も
の と 考 え ら れ る こ と か ら 、 そ の 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ に つ い て は 無 効 と し 、 前 記 平 均 演
算 の 対 象 と し て 組 み 入 れ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 に 、 こ の 算 出 さ れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 と 、 現 時 点 か ら ３ 秒 前 ま で の 間 に 算 出 さ
れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 （ ３ 秒 酸 素 飽 和 度 ） を 算 出 し （ ス テ ッ プ ♯ １ ０ ） 、 さ ら に 、
現 時 点 か ら １ ２ 秒 前 ま で の 間 に 算 出 さ れ た ３ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 （ １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 ）
を 算 出 す る （ ス テ ッ プ ♯ １ １ ） 。 な お 、 ス テ ッ プ ♯ １ ０ の 処 理 は 、 測 定 開 始 か ら ３ 秒 間 の
間 、 ま た 、 ス テ ッ プ ♯ １ １ の 処 理 は 、 測 定 開 始 か ら １ ２ 秒 間 の 間 は 、 平 均 演 算 の 対 象 が 無
い 又 は 欠 け て い る た め 実 行 さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 制 御 部 １ ８ は 、 こ の よ う に し て 算 出 し た １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 表 示 部 １ ０ に 表 示
す る と と も に 記 憶 部 ２ ０ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ ♯ １ ２ ） 。 そ し て 、 制 御 部 １ ８ は 、 測 定 終
了 の 指 示 が あ る ま で （ ス テ ッ プ ♯ １ ３ で Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ ♯ ４ ～ ♯ １ ３ の 処 理 を 実 行 し 、
測 定 終 了 の 指 示 が あ る と （ ス テ ッ プ ♯ １ ３ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 一 連 の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ と Ｐ Ｃ ３ と が ケ ー ブ ル ５ に よ り 接 続 さ れ る と 、 図 １ ０ に 示 す 処 理 が
実 行 可 能 と な る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て は 、 Ｐ Ｃ ３ と ケ ー ブ
ル ５ に よ り 接 続 さ れ た 状 態 で 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 （ ス テ ッ プ ♯ ２ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部
１ ８ は 、 通 信 部 １ ９ 等 の 初 期 化 処 理 を 行 い （ ス テ ッ プ ♯ ２ ２ ） 、 Ｐ Ｃ ３ と の 間 で 通 信 可 能
な 通 信 モ ー ド に 設 定 し （ ス テ ッ プ ♯ ２ ３ ） 、 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ の 送 信 を 指 示 す る 旨 の 信
号 （ 以 下 、 送 信 指 示 信 号 と い う ） が Ｐ Ｃ ３ か ら 送 信 さ れ る の を 待 機 す る （ ス テ ッ プ ♯ ２ ４
で Ｎ Ｏ ） 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 一 方 、 Ｐ Ｃ ３ に お い て は 、 電 源 が 投 入 さ れ る と 、 （ ス テ ッ プ ♯ ２ ８ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部
２ ７ は 、 表 示 部 １ ２ に 初 期 画 面 を 表 示 さ せ （ ス テ ッ プ ♯ ２ ９ ） 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら
の デ ー タ の ダ ウ ン ロ ー ド を 指 示 す る 入 力 が 行 わ れ る ま で 待 機 す る （ ス テ ッ プ ♯ ３ ０ で Ｎ Ｏ
） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 そ し て 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 指 示 す る 入 力 が 行 わ れ る と （ ス テ ッ プ ♯ ３ ０ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御
部 ２ ７ は 、 前 記 送 信 指 示 信 号 を 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に 送 信 す る 処 理 を 行 い （ ス テ ッ プ ♯ ３
１ ） 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 受 信 す る ま で 待 機 す る （ ス テ ッ プ ♯
３ ２ で Ｎ Ｏ ） 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て 、 Ｐ Ｃ ３ か ら 前 記 送 信 指 示 信 号 を 受 信 す る と （ ス テ ッ プ ♯
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２ ４ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 １ ８ は 、 記 憶 部 ２ ０ か ら デ ー タ を 読 み 出 す （ ス テ ッ プ ♯ ２ ５ ） 。
こ こ で 、 記 憶 部 ２ ０ か ら 読 み 出 す デ ー タ は 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ で あ る 。 そ し て 、 制
御 部 １ ８ は 、 こ の 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を Ｐ Ｃ ３ に 送 信 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ ♯ ２
６ ） 。 そ の 後 、 制 御 部 １ ８ は 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ の 電 源 が オ フ さ れ る ま で （ ス テ ッ プ ♯
２ ７ で Ｎ Ｏ ） 、 ス テ ッ プ ♯ ２ ４ ～ ♯ ２ ７ の 処 理 を 繰 り 返 し 実 行 し 、 そ の 電 源 が オ フ さ れ る
と （ ス テ ッ プ ♯ ２ ７ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 一 連 の 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 Ｐ Ｃ ３ に お い て 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 受 信 す る と （ ス テ
ッ プ ♯ ３ ２ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 制 御 部 ２ ７ は 、 こ の 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 外 部 記 憶 部 ２ ６ に
格 納 す る （ ス テ ッ プ ♯ ３ ３ ） 。 そ し て 、 制 御 部 ２ ７ は 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動 を 終 了 す る 指 示
が 入 力 さ れ た か 否 か を 判 断 し （ ス テ ッ プ ♯ ３ ４ ） 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動 を 終 了 す る 指 示 が 入
力 さ れ た 場 合 に は （ ス テ ッ プ ♯ ３ ４ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 一 連 の 処 理 を 終 了 し 、 プ ロ グ ラ ム の 起 動
を 終 了 す る 指 示 が 入 力 さ れ て い な い 場 合 に は （ ス テ ッ プ ♯ ３ ４ で Ｎ Ｏ ） 、 デ ー タ の 表 示 を
指 示 す る 旨 の 入 力 が 行 わ れ た か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ ♯ ３ ５ ） 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 そ の 結 果 、 デ ー タ の 表 示 を 指 示 す る 旨 の 入 力 が 行 わ れ て い な い 場 合 に は （ ス テ ッ プ ♯ ３
５ で Ｎ Ｏ ） 、 制 御 部 ２ ７ は 、 ス テ ッ プ ♯ ３ ０ の 処 理 に 戻 る 一 方 、 デ ー タ の 表 示 を 指 示 す る
旨 の 入 力 が 行 わ れ る と （ ス テ ッ プ ♯ ３ ５ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 し た デ ー タ に
基 づ い て 表 示 部 １ ２ に 表 示 す べ き デ ー タ を 導 出 し 表 示 す る 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ ♯ ３
６ ） 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 制 御 部 ２ ７ は 、 第 １ の 表 示 モ ー ド が 指 定 さ れ た も の と 判 断 す る と
（ ス テ ッ プ ♯ ４ １ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 し た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を そ の
ま ま グ ラ フ で 表 示 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ ♯ ４ ２ ） 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た 、 制 御 部 ２ ７ は 、 第 ２ の 表 示 モ ー ド が 指 定 さ れ た も の と 判 断 す る と （ ス テ ッ プ ♯ ４
１ で Ｎ Ｏ 、 ♯ ４ ３ で Ｙ Ｅ Ｓ ） 、 外 部 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 し た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 に 基 づ き １ ２ 秒
酸 素 飽 和 度 を 算 出 し 、 該 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 表 示 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ ♯ ４
４ ） 。 な お 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の 算 出 に 際 し 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ と 同 様 、 血 流 と は 無 関
係 の 要 因 、 例 え ば 身 体 の 動 き な ど に よ っ て 適 正 範 囲 か ら 外 れ た 有 効 で な い 瞬 間 酸 素 飽 和 度
の デ ー タ （ 解 析 の 精 度 を 低 下 さ せ る と 考 え ら れ る 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ ） を 対 象 か ら 外 す 無
効 デ ー タ 除 去 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 ま た 、 制 御 部 ２ ７ は 、 第 ３ の 表 示 モ ー ド が 指 定 さ れ た も の と 判 断 す る と （ ス テ ッ プ ♯ ４
３ で Ｎ Ｏ ） 、 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 す る に 際 し て 測 定 時 点 か ら 過 去 に 遡 る 時 点 ま で の
期 間 （ 時 間 ｔ ） が 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り 指 定 さ れ た と き に 、 そ の 期 間 に お い て 算 出 さ れ た
ｔ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 し 表 示 す る 処 理 を 行 う （ ス テ ッ プ ♯ ４ ５ ） 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 時 間 ｔ ＝ ６ が 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り 入 力 さ れ た 場 合 に は 、 前 記 無 効 デ ー タ 除 去
処 理 を 行 っ た 後 、 測 定 開 始 時 点 か ら １ 秒 ず つ 経 過 し た 時 点 に お い て 、 そ の 経 過 時 点 か ら １
秒 前 ま で の 間 に 得 ら れ た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 （ １ 秒 酸 素 飽 和 度 ） を 算 出 し 、 ま た 、 測
定 開 始 時 点 か ら １ 秒 ず つ 経 過 し た 時 点 に お い て 、 そ の 経 過 時 点 か ら ３ 秒 前 ま で の 間 に 算 出
さ れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 （ ３ 秒 酸 素 飽 和 度 ） を 算 出 し 、 さ ら に 、 測 定 開 始 時 点 か ら
１ 秒 ず つ 経 過 し た 時 点 に お い て 、 そ の 経 過 時 点 か ら ６ 秒 前 ま で の 間 に 算 出 さ れ た ３ 秒 酸 素
飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出 し 、 該 平 均 値 を 表 示 部 １ ２ に 表 示 す る こ と と な る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ス テ ッ プ ♯ ４ ２ の 処 理 に よ り 表 示 部 １ ２ に 表 示 さ れ る グ ラ フ の 一 例 を 図 １ ２ （ ａ ） に 、
ス テ ッ プ ♯ ４ ４ の 処 理 に よ り 表 示 部 １ ２ に 表 示 さ れ る グ ラ フ の 一 例 を 図 １ ２ （ ｂ ） に 、 ス
テ ッ プ ♯ ４ ５ の 処 理 に よ り 表 示 部 １ ２ に 表 示 さ れ る グ ラ フ の 一 例 を 図 １ ２ （ ｃ ） に そ れ ぞ
れ 示 す 。
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【 ０ １ ０ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 し て 表 示 部 １ ０
に 表 示 す る よ う に し た の で 、 Ｈ Ｏ Ｔ 患 者 の 歩 行 中 の 酸 素 濃 度 測 定 時 に お い て 、 患 者 に １ ２
秒 酸 素 飽 和 度 を 示 す こ と が で き る 。 ま た 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ 内 で 導 出 し た 瞬 間 酸 素 飽 和
度 の デ ー タ を Ｐ Ｃ ３ に 提 供 す る よ う に し た の で 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ が Ｓ Ａ Ｓ 検 査 用 と し
て 利 用 さ れ た 場 合 に 、 該 検 査 に 適 し た 酸 素 飽 和 度 （ ３ 秒 酸 素 飽 和 度 ） を 導 出 す る こ と が で
き る 。 こ れ に よ り 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ が 前 記 い ず れ の 場 合 に 利 用 さ れ て も 、 そ の 利 用 方
法 に 適 し た 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き 、 Ｓ Ａ Ｓ の 検 査 や 歩 行 中 の Ｈ Ｏ Ｔ 患
者 へ の 指 示 を 正 確 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 Ｐ Ｃ ３ に お い て 、 第 ３ の 表 示 モ ー ド が 指 定 さ れ る と 、 酸 素 飽 和 度 の 平 均 値 を 算 出
す る に 際 し て 測 定 時 点 か ら 過 去 に 遡 る 時 点 ま で の 期 間 （ 時 間 ｔ ） が 入 力 操 作 部 １ ３ に よ り
指 定 さ れ た と き に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら 提 供 さ れ た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ に 基 づ き
、 ｔ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 し 表 示 す る よ う に し た の で 、 種 々 の 解 析 を 行 う こ と が で き る こ と
と な り 、 そ の 結 果 、 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム １ の 利 用 分 野 を 広 げ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ま た 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に 、 該 装 置 ２ 内 で 導 出 し た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 記 憶 し
て お く よ う に し た の で 、 任 意 の タ イ ミ ン グ で Ｐ Ｃ ３ に 該 デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き る と
と も に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ を 患 者 に 提 供 す る だ け
で な く 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ か ら 種 々 の デ ー タ を 生 成 し て 、 該 デ ー タ を 生 体 情 報 測 定
装 置 ２ 又 は Ｐ Ｃ ３ に て 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 前 記 実 施 形 態 に 加 え て 、 あ る い は 前 記 実 施 形 態 に 代 え て 次 の 形 態 ［ １ ］ ～ ［ ９ ］ に 説 明
す る 変 形 形 態 も 採 用 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ［ １ ］ 前 記 実 施 形 態 で は 、 Ｓ Ａ Ｓ 検 査 用 と し て 、 ３ 秒 酸 素 飽 和 度 を 、 ま た 、 歩 行 中 の Ｈ
Ｏ Ｔ ） 者 へ の 指 示 用 と し て １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 を そ れ ぞ れ 導 出 す る よ う に し た が 、 そ れ ぞ れ
の 場 合 に 適 し た 平 均 時 間 「 ３ 秒 」 及 び 「 １ ２ 秒 」 は 一 例 に す ぎ ず 、 他 の 値 で あ っ て も よ い
。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ［ ２ ］ 前 記 実 施 形 態 で は 、 ３ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る 場 合 に 平 均 演 算 の 対 象 を 、 過 去 ３
秒 間 に 算 出 さ れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 過 去 ３ 秒 間 に 算 出 さ れ た 瞬 間
酸 素 飽 和 度 で も よ い 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る 場 合 に 平 均 演 算 の 対 象 を 、 過 去
１ ２ 秒 間 に 算 出 さ れ た ３ 秒 酸 素 飽 和 度 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 過 去 １ ２ 秒 間 に 算 出 さ れ
た 瞬 間 酸 素 飽 和 度 と し 、 １ 秒 酸 素 飽 和 度 及 び ３ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る こ と な く １ ２ 秒 酸
素 飽 和 度 を 算 出 す る よ う に し て も よ い し 、 過 去 １ ２ 秒 間 に 算 出 さ れ た １ 秒 酸 素 飽 和 度 と し
、 ３ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る こ と な く １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 を 算 出 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 さ ら に 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 １ 秒 酸 素 飽 和 度 や ３ 秒 酸 素 飽 和 度 等 の 演 算 タ イ ミ ン グ を 、
測 定 開 始 時 点 か ら １ 秒 ず つ 経 過 し た 時 点 と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ［ ４ ］ 前 記 実 施 形 態 に お い て は 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ は 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 の み を 記 憶 部
２ ０ に 記 憶 す る よ う に し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 瞬 間 酸 素 飽 和 度 、 １ 秒 酸 素 飽 和 度 及 び ３ 秒
酸 素 飽 和 度 の う ち 少 な く と も １ つ を 記 憶 部 ２ ０ に 記 憶 す る よ う に す れ ば よ い 。 １ 秒 酸 素 飽
和 度 や ３ 秒 酸 素 飽 和 度 を 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ の 記 憶 部 ２ ０ に 記 憶 す る よ う に す る と 、 Ｐ Ｃ
３ で の １ 秒 酸 素 飽 和 度 や ３ 秒 酸 素 飽 和 度 の 演 算 が 不 要 と な る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ［ ５ ］ 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に お い て 、 算 出 し た １ ２ 秒 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ の 表 示 と と も
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に 脈 拍 数 の 表 示 も 行 う よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ［ ６ ］ 前 記 実 施 形 態 の よ う に 、 発 光 部 ７ と 受 光 部 ８ と を 生 体 を 介 し て 略 対 向 配 置 す る 形
態 に 限 ら ず 、 発 光 部 ７ と 受 光 部 ８ と を 生 体 組 織 に 対 し て 同 じ 向 き に 配 置 し 、 受 光 部 ８ が 生
体 か ら の 反 射 光 を 受 光 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 場 合 も 、 赤 色 領 域 の 波 長 λ １ の 赤 色 光
Ｒ を 発 光 す る 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｌ Ｅ Ｄ ） と 、 赤 外 線 領 域 の 波 長 λ ２ の 赤 外 光 Ｉ Ｒ と を 発 光
す る Ｌ Ｅ Ｄ と を 同 一 基 板 上 に 近 接 し て 配 置 す る と 、 生 体 内 を 透 過 す る ２ 種 類 の 光 の 経 路 を
略 同 一 経 路 と す る こ と が で き 、 各 光 に つ い て の 条 件 を 略 同 一 と す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま た 、 生 体 部 位 は 、 前 述 の 指 に 限 ら ず 、 該 生 体 部 位 の 装 着 容 易 性 や 測 定 デ ー タ の Ｓ Ｎ 比
等 、 生 体 情 報 の 測 定 の 容 易 性 を 考 慮 し て 、 例 え ば 耳 朶 等 で も よ く 、 ま た 、 被 測 定 者 が 乳 幼
児 の 場 合 に は 、 手 や 足 の 甲 、 あ る い は 手 首 等 で も よ い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ［ ７ ］ 前 記 実 施 形 態 で は 、 デ ー タ 処 理 装 置 と し て Ｐ Ｃ ３ を 例 に 挙 げ た が 、 こ れ に 限 ら ず
、 例 え ば Ｐ Ｄ Ａ （ Personal Digital Assistants） で も よ い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ［ ８ ］ 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ と Ｐ Ｃ ３ と の 通 信 過 程 に お い て 、 Ｐ Ｃ ３ か ら 送 信 指 示 信 号 を
受 け て 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ か ら Ｐ Ｃ ３ に 送 信 さ れ る デ ー タ は 、 酸 素 飽 和 度 に 係 る デ ー タ に
限 ら れ ず 、 例 え ば 、 該 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ の フ ァ イ ル 番 号 、 測 定 開 始 時 刻 、 デ ー タ 量 、 脈
拍 数 、 測 定 時 に 発 生 し た 警 告 内 容 、 脈 波 波 形 デ ー タ 、 電 池 残 量 等 の デ ー タ も 併 せ て 送 信 す
る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に 、 被 験 者 の 体 の 動 き を 検 出 す る 加 速 度 セ ン サ や 圧 電 素 子 等
を 用 い た ジ ャ イ ロ か ら 構 成 さ れ る 角 速 度 セ ン サ が 搭 載 さ れ て い る 場 合 に は 、 加 速 度 や 角 速
度 の 情 報 も 酸 素 飽 和 度 に 係 る デ ー タ と 併 せ て Ｐ Ｃ ３ に 送 信 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 さ ら に 、 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に 記 憶 さ せ る デ ー タ の 種 類 、 例 え ば 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ の
み を 記 憶 す る と か 、 酸 素 飽 和 度 の デ ー タ と 脈 波 デ ー タ と を 記 憶 す る と か 等 を 指 定 す る 機 能
が Ｐ Ｃ ３ に 搭 載 さ れ て い て 、 そ の Ｐ Ｃ ３ の 指 示 に 応 じ て 記 憶 す る デ ー タ の 種 類 に 応 じ た 保
存 モ ー ド を 設 定 す る 機 能 が 生 体 情 報 測 定 装 置 ２ に 搭 載 さ れ て い る 場 合 に は 、 そ の 保 存 モ ー
ド を 示 す 情 報 も 酸 素 飽 和 度 に 係 る デ ー タ と 併 せ て Ｐ Ｃ ３ に 送 信 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ［ ９ ］ 生 体 情 報 測 定 装 置 は 、 酸 素 飽 和 度 に 限 ら ず 、 脈 拍 数 、 体 位 、 脈 波 等 の 情 報 も 表 示
部 １ ０ に 表 示 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 生 体 情 報 測 定 装 置 に お い て ３ 秒 酸 素 飽 和 度 の
デ ー タ を 記 憶 し 、 こ の デ ー タ を Ｐ Ｃ ３ に 送 出 す る よ う に し た 場 合 に は 、 こ の ３ 秒 酸 素 飽 和
度 の デ ー タ か ら 単 位 時 間 当 た り の 酸 素 飽 和 度 の 低 下 の 回 数 を 表 す 指 標 （ Oxygen Desaturat
ion Index  Ｏ Ｄ Ｉ ） を 算 出 し 、 そ の 算 出 結 果 を 表 示 部 １ ０ に 表 示 す る よ う に し て も よ い
。 生 体 情 報 は 、 血 流 に 関 連 す る 情 報 だ け で な く 脳 波 や 心 電 波 で も よ く 、 そ の 検 知 媒 体 は 光
に 限 ら ず 電 気 等 で も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム の 第 １ の 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 生 体 情 報 測 定 装 置 の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ヘ モ グ ロ ビ ン 及 び 酸 化 ヘ モ グ ロ ビ ン の 吸 光 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 生 体 に よ る 光 の 吸 収 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 生 体 に 入 射 す る 入 射 光 と 透 過 光 と の 関 係 を 模 式 的 に 表 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 赤 外 光 に よ る 透 過 光 量 の 正 規 化 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 吸 光 係 数 の 比 と 酸 素 飽 和 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 電 気 的 な 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 生 体 情 報 測 定 装 置 に よ り 行 わ れ る 測 定 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、
【 図 １ ０ 】 生 体 情 報 測 定 装 置 と Ｐ Ｃ と の 間 で 行 わ れ る 通 信 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 １ １ 】 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に よ り 行 わ れ る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ 】 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 表 示 部 に 表 示 さ れ る グ ラ フ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ２ ２ 】
１ 　 　 生 体 情 報 測 定 シ ス テ ム
２ 　 　 生 体 情 報 測 定 装 置
３ 　 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ
６ 　 　 測 定 部
７ 　 　 発 光 部
８ 　 　 受 光 部
１ ０ 　 表 示 部
１ ２ 　 表 示 部
１ ８ 　 制 御 部
１ ９ 　 通 信 部
２ １ 　 記 憶 部
２ ３ 　 記 憶 酸 素 飽 和 度 演 算 部
２ ４ 　 表 示 酸 素 飽 和 度 演 算 部
２ ５ 　 通 信 部
２ ６ 　 外 部 記 憶 部
２ ７ 　 制 御 部
３ ０ 　 演 算 部
３ １ 　 表 示 制 御 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】

(20) JP 2006-212161 A 2006.8.17



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4C017 AA09  AA10  AA12  AA14  AA19  AA20  AB03  AC16  AC27  BB02 
　　　　 　　        BB12  BC01  BC08  BC11  BC14  BD06  CC03  DD04  FF05 
　　　　 　　  4C038 KK01  KL05  KL07  KM01  KX02  SS09  SV01  SV03  SX05  SX12 
　　　　 　　  4C117 XA01  XB01  XB04  XB11  XC19  XD17  XE13  XE14  XE17  XE18 
　　　　 　　        XE24  XE26  XE37  XE57  XF01  XF03  XF12  XF13  XF14  XF16 
　　　　 　　        XF19  XG01  XG02  XG19  XH01  XH11  XJ17  XJ23  XJ48  XL19 
　　　　 　　        XM01  XM04  XM05  XQ07  XR02 

(21) JP 2006-212161 A 2006.8.17



专利名称(译) 生物信息测量系统，生物信息测量设备和数据处理设备

公开(公告)号 JP2006212161A 公开(公告)日 2006-08-17

申请号 JP2005027020 申请日 2005-02-02

申请(专利权)人(译) 柯尼卡美能达公司

[标]发明人 鵜飼晃宏

发明人 鵜飼 晃宏

IPC分类号 A61B5/145 A61B5/00 A61B5/0245

CPC分类号 A61B5/14551 A61B5/4818

FI分类号 A61B5/14.310 A61B5/00.102.A A61B5/02.310.A A61B5/14.322 A61B5/145 A61B5/1455

F-TERM分类号 4C017/AA09 4C017/AA10 4C017/AA12 4C017/AA14 4C017/AA19 4C017/AA20 4C017/AB03 4C017
/AC16 4C017/AC27 4C017/BB02 4C017/BB12 4C017/BC01 4C017/BC08 4C017/BC11 4C017/BC14 
4C017/BD06 4C017/CC03 4C017/DD04 4C017/FF05 4C038/KK01 4C038/KL05 4C038/KL07 4C038
/KM01 4C038/KX02 4C038/SS09 4C038/SV01 4C038/SV03 4C038/SX05 4C038/SX12 4C117/XA01 
4C117/XB01 4C117/XB04 4C117/XB11 4C117/XC19 4C117/XD17 4C117/XE13 4C117/XE14 4C117
/XE17 4C117/XE18 4C117/XE24 4C117/XE26 4C117/XE37 4C117/XE57 4C117/XF01 4C117/XF03 
4C117/XF12 4C117/XF13 4C117/XF14 4C117/XF16 4C117/XF19 4C117/XG01 4C117/XG02 4C117
/XG19 4C117/XH01 4C117/XH11 4C117/XJ17 4C117/XJ23 4C117/XJ48 4C117/XL19 4C117/XM01 
4C117/XM04 4C117/XM05 4C117/XQ07 4C117/XR02

代理人(译) 伊藤隆夫
樋口二郎

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：尽可能减少给患者的测量工作负担，并执行能够在家庭
氧疗（HOT）患者行走过程中准确测量睡眠呼吸暂停综合症（SAS）测
试和氧浓度的生物信息测量系统。 提供了一种生物信息测量设备和数据
处理设备。 解决方案：生物信息测量设备2根据获得的光电容积描记信
号计算每个测量点的瞬时氧饱和度，并且从测量开始每隔1秒钟计算从该
时间到1秒钟的时间。 从该时间到该时间之前的3秒的时间段内计算出的
瞬时氧饱和度的平均值（1秒氧饱和度），1秒氧饱和度的平均值（3秒氧
饱和度） 计算在12秒至12秒的时间段内计算出的3秒氧饱和度的平均值
（12秒氧饱和度），并且在显示单元10上显示12秒氧饱和度。 另外，存
储瞬时氧饱和度，并且当PC3发出请求时，瞬时氧饱和度数据被提供给
PC3。 [选择图]图9

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/fd70a0be-ea82-4f85-9652-cf574b827ca9
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/036975857/publication/JP2006212161A?q=JP2006212161A

